
国民健康保険税の軽減方法

� その年度に納める保険税の所得割額と均等割額から、出産予定⽉（⼜は出産⽉）の前
⽉から出産予定⽉（⼜は出産⽉）の翌々⽉（以下「産前産後期間」といいます。）相
当分が減額されます 。

･･･対象期間

❶ 届書
❷ ⺟⼦健康⼿帳など

対象となる方・受付期間

� 令和５年11⽉１⽇以降に出産（予定）の国⺠健康保険被保険者の⽅。
妊娠85⽇（４ヶ⽉）以上の出産が対象です（死産、流産、早産及び⼈⼯妊娠中絶の場合も含みます）。
� 出産予定⽇の６ヶ⽉前から届出ができます。出産後の届出も可能です。

届出先

保険税が減額された場合、 払いすぎになった保険税は還付されます。

3ヶ月前 2ヶ月前 1ヶ月前 1ヶ月後 2ヶ月後 3ヶ月後
単胎の方 出産予定月

多胎の方 出産予定月

届出に必要な書類

※産前産後期間相当分の所得割保険税と均等割保険税が年額から減額されます。産前産後期間の保険税が０に
 なるとは限りません。
※多胎妊娠の場合は出産予定⽉（⼜は出産⽉）の３ヶ⽉前から６ヶ⽉相当分が減額されます。

� 令和５年度においては、産前産後期間のうち令和６年１⽉以降の期間の分だけ、保険税
が減額されます。

令和５年８月 ９月 10月 12月 令和６年１月 ２月

出産予定月

11月

※令和５年11⽉に出産した場合、令和６年１⽉相当分の保険税が減額されます。令和６年１⽉より前の期間につい
 ては減額の対象とはなりません。

産前産後期間相当分（４ヶ月分）の
国民健康保険税が軽減されます！
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A. 出産予定⽇と実際の出産⽇が異なっても、再度ご申請いただく必要はありません。
 ご申請いただいた予定⽇を基準に税額を軽減いたします。

Q. 出産前に届出を行い、予定日と実際の出産日が異なる場合、再度
申請が必要になりますか？

Q. 軽減の期間が年度をまたぐ場合、どのように軽減されますか？

Q. 軽減の期間中に他自治体に転出した場合、どのように軽減されま
すか？

 Q. すでに保険税を納めている場合、納めた分は戻ってきますか？

A. 対象期間が年度をまたぐ場合、各年度の税額からそれぞれ軽減されます。
（例）令和６年３⽉に出産予定（もしくは出産）の場合

 令和６年２⽉・３⽉分については令和５年度分の税額から、令和６年４⽉・５⽉分については
 令和６年度分の税額から軽減されます。

A. 軽減した結果、納め過ぎた保険税がある場合には後⽇還付させていただきます。
 ただし、過去に未納となっている保険税がある場合には未納分に充当されます。

A. 対象期間中に転出された場合、各⾃治体での税額からそれぞれ軽減されます。
（例）令和６年５⽉に出産し、７⽉に他⾃治体に転出される場合

 令和６年４・５・６⽉分については会津若松市での税額から、令和６年７⽉分については
 転出先の⾃治体での税額から軽減されます。

 他⾃治体での軽減の申請については、転出先の国⺠健康保険担当課までお尋ねください。

よくある質問


